
 

 

 

 

 

令和５年度第８回学校運営協議会が開催されましたので、議事の概要をご報告します。 

《協議事項》              司会：美谷島正義（会長） 記録：小池拓哉（副校長） 

（１）令和６年度教育課程編成について確認しました。今年度の保護者・生徒の学校評価アンケート集計結果と

文京区が示した基本事項・重点事項を踏まえて編成することを確認しました。 

（２）学校運営協議会自己評価について説明があり、次回までに自己評価を実施・集計し、２月に実施される第

３回学校関係者評価委員会へ提示します。 

（３）保護者・生徒・教職員学校評価アンケート集計結果を確認し、質問や意見交換を行いました。否定的な意

見については課題を分析し、来年度に向けて改善方法を検討することとなりました。また、質問項目につ

いても見直すこととなりました。 

《連絡・報告事項》 

（１）１月の学校状況について報告です。３学期になり３年生は入試の本番を迎えています。進路決定に向けて

の様々な気持ちをもち受験に望んでいます。また、２年のＴＧＧ英語体験で意欲的に取り組んでいました。

２６日には文京区教育研究協力校として研究発表会を行い、その中で１年生には発表する場面があります。 

（２）２月の予定については音羽通信に掲載しております。 

（３）地域学校協働本部・ＰＴＡより報告がありました。 

・１２月に３年生面接練習の面接官に地域の方９名に協力していただきました。（協働本部） 

・２月１９日行われる１年生職業講話の講師を６名選出しました。（協働本部） 

・年度末総会に向けての準備と来年度の役員選出を行っています。（ＰＴＡ） 

《町会の皆様・ＰＴＡ役員との意見交換会》午後４時００分から午後５時２０分 

会議室にて町会の皆様、ＰＴＡ役員、学校運営協議会委員で意見交換会を行いました。５つの町会から町

会長にご出席いただきました。各町会での中学生が町会活動に参加するための方策等について意見交換を

行いました。各町会では様々なアイディアで活動を行っており、情報を共有することができました。 

《委員より一言》今月は奥州友貴子委員です。 

 今回の会議では、町会の方々から音中生が地域の行事に参加することは多くなく、どうしたら中学生を

巻き込んでいけるのかなどのお話しがありました。ラジオ体操やお祭り、防災訓練の話しが出ましたが、真

っ先に頭に浮かんだのは、元旦に起こった能登半島地震です。いざというときに、地域の中で子どもたちが

どう動くべきか、子どもたちにどう動いてもらいたいか、家族の日常会話の一部にしたいと改めて思いま

した。 

 備えあれば憂いなし。防災グッズを揃えるだけではなく、地域でできることを事前に知っておいて、いざ

というときに地域の役に立てるようにしておきたいものです。 

 

○ 開催日時 令和６年１月２２日（月） 午後３時３０分より午後４時４０分まで 

○ 会  場 音羽中学校地下１階地域開放室 

○ 出 席 者 美谷島正義（会長）、井上充代（副会長）、下山良智、諸留和夫、右近茂子、 

弘世京子、奥州友貴子、齊藤正富（校長）、小池拓哉（副校長） 

次回の学校運営協議会は、令和６年２月２６日（月）午後３時３０分より実施予定です。 
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